
今

年

は

寅

年 

１
月
１
日
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山 

　
　
９
日
　
森
吉
山
樹
氷
観
賞（
〜
３
月
14
日
） 

　
　
15
日
　
雪
中
田
植
え 

　
　
31
日
　
市
民
ス
キ
ー
大
会 

２
月
12
日
　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
開
幕（
〜
28
日
） 

　
　
14
日
　
も
ち
っ
こ
市（
〜
15
日
） 

３
月
21
日
　
万
灯
火 

　
　
28
日
　
市
議
会
議
員
選
挙 

４
月
　
　
　
北
秋
田
市
民
病
院
開
院 

　
　
下
旬
　
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ
り
　 

５
月
３
日
　
森
吉
山
山
開
き 

６
月
上
旬
　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き

／
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り 

７
月
上
旬
　
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会 

　
　
14
日
　
綴
子
大
太
鼓
祭
り（
〜
15
日
） 

　
　
中
旬
　
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 

　
　
下
旬
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

８
月
７
日
　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り 

　
　
14
日
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ま
と
火
／

市
民
盆
踊
り
大
会（
〜
15
日
） 

　
　
15
日
　
成
人
式 

　
　
16
日
　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し 

　
　
下
旬
　
市
民
俗
芸
能
大
会 

９
月
上
旬
　
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
／
縄
文
ま
つ
り 

　
　
26
日
　
１
０
０
㎞
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン 

10
月
上
旬
　
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ 

　
　
下
旬
　
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会（
〜
11
月
上
旬
） 

11
月
上
旬
　
市
文
化
祭 

12
月
下
旬
　
市
内
各
ス
キ
ー
場
開
き 

北秋田市民病院開院（４月） 20回の節目を迎える100キロチャレンジマラソン（９月） 

と 

ら 

寅 
い
ん 

ひ
げ 

と
ん
ち 

こ
し
た
ん
た
ん 

り
ゅ
う
び 

ち
ょ
う
ひ 

は
　
《「
動
く
」の
意
味
》

で
、
春
が
来
て
草
木
が

生
ず
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

覚
え
易
く
す
る
た
め
に
動
物
の

虎
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
強
い
者
、
豪
傑
の
代
名
詞
と

し
て
よ
く
用
い
ら
れ
、
中
国
の

小
説
『
三
国
志
演
義
』
で
は
蜀

の
劉
備
に
仕
え
た
武
将
の
う
ち

武
勇
に
優
れ
た
５
人
を
「
五
虎

大
将
軍
」
と
呼
び
、
特
に
張
飛

は
そ
の
立
派
な
髯
を
「
虎
髯
」

と
呼
ぶ
な
ど
勇
猛
ぶ
り
を
虎
に

喩
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も

戦
国
武
将
武
田
信
玄
や
上
杉
謙

信
は
そ
の
武
威
を
そ
れ
ぞ
れ
「
甲

斐
の
虎
」
「
越
後
の
虎
」
と
、

虎
に
喩
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
日

本
帝
国
時
代
で
は
山
下
奉
文
陸

軍
大
将
は
「
マ
レ
ー
の
虎
」
と

い
う
異
名
を
取
り
ま
し
た
。 

　
虎
の
骨
や
内
臓
は
滋
養
強
壮

の
漢
方
薬
に
使
わ
れ
、
「
強
い

動
物
だ
か
ら
さ
ぞ
効
き
目
が
あ

る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
、
乱
獲
・
絶
滅
危

機
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
一
休
宗
純
の
一
休
噺
で
屏
風

に
描
か
れ
た
虎
を
退
治
す
る
よ

う
言
わ
れ
、
「
後
ろ
か
ら
追
い

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
る

頓
智
が
有
名
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

「
一
休
さ
ん
」
で
も
足
利
義
満

が
同
様
の
こ
と
を
発
言
し
、
一

休
を
困
ら
せ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
こ
の
言
葉
で
切
り
崩
す
話

が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば

虎
子
を
得
ず
」
、
「
虎
視
眈
々
」
、

「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
な

ど
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
に
も
多

く
使
わ
れ
ま
す
。   

　
２
０
０
３
年
の
「
今
年
の
漢

字
」
は
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

18
年
ぶ
り
優
勝
に
よ
る
全
国
フ

ィ
ー
バ
ー

の
影
響
で

「
虎
」
に

な
り
ま
し

た
。 
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あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます。 

　皆様におかれましては、清々しい新年をお迎えのことと　皆様におかれましては、清々しい新年をお迎えのこととお

慶び申し上げます慶び申し上げます。 

　昨年４月に二代目の北秋田市長として就任し、早いもの　昨年４月に二代目の北秋田市長として就任し、早いもので

９ヶ月を迎えようとしておりますが、市民の皆様のご期待９ヶ月を迎えようとしておりますが、市民の皆様のご期待の

大きさと責任の重さを感じながら、初めての新年を迎える大きさと責任の重さを感じながら、初めての新年を迎えるこ

とになりましたとになりました。 

　昨年を振り返りますと、２月のノルディックスキー世界　昨年を振り返りますと、２月のノルディックスキー世界選

手権複合団体での小林・湊両選手による金メダル獲得を皮手権複合団体での小林・湊両選手による金メダル獲得を皮切

りに胡桃館遺跡の国重要文化財の指定、木質バイオエタノりに胡桃館遺跡の国重要文化財の指定、木質バイオエタノー

ル製造実証プラントの実証実験の開始、市の総合商社として観光及び産業界全体の企

画・営業・販売促進を行う「北秋田名物株式会社」の設立、地域資源を活用した産業

振興や人材育成などを目的とした秋田大学との連携協定、そして念願の西鷹巣大橋を

含む都市計画道路太田川口線等の供用開始など、明るい話題がいくつもございました。 

　開院の延期や医師不足などの問題によりご心配をおかけしている北秋田市民病院は、

いよいよ本年４月の開院に向け、安全・安心に暮らせるまちづくり実現のため新たな

スタートを切ることとなります。地域医療の再編などの解決すべき諸問題はございま

すが、今後も皆様のご理解・ご協力を得ながら一つずつ解決し、より良い医療体制の

構築に努めてまいります構築に努めてまいります。 

　また、冬期運行の休止が懸念されていた森吉山阿仁スキー場のゴンドラは、夏期に

引き続きＮＰＯ法人による冬期運行が決まり、現在も秋田内陸線と連携した集客活動

が行われております。森吉山ダム湖の名称も昨年１が行われております。森吉山ダム湖の名称も昨年１０月に「森吉四季美湖」に決まり０月に「森吉四季美湖」に決まり、

今後は奥森吉を中心とした市観光の拠点のさらなる盛り上がりが期待されているとこ

ろですろです。 

　さらに、今年は秋田県の農業の祭典である「第１３１３３回秋田県種苗交換会」が１８年

ぶりに北秋田市で開催されます。県内外からのたくさんの方々の来場が見込まれてい

ることから、市でも種苗交換会推進室を設置し、農業関係者のみならず、地域全体に

活力をもたらすことができるように取り組んでまいります活力をもたらすことができるように取り組んでまいります。 

　長引く経済不況により、国及び地方自治体の財政状況はとても厳しいものとなって

おりますが、今後も「市民が主役、力強さと優しさあふれる希望のまち北秋田市」の

実現のために、市民の皆様が本当に必要としている施策を厳選し、実現してまいりま

すので、なお一層のご支援とご協力をお願い申し上げますすので、なお一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

　最後に、本年が市民の皆様にとって健康で素晴らしい年になりますようにご祈念申

し上げ、新年のご挨拶といたしますし上げ、新年のご挨拶といたします。 
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